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乳牛経済検定5ヵ年の歩み

厚海．忠夫 近藤邦広

筑牛経済検定の趣旨

　北海道に乳牛の経β㌣検定が発延したのは5年

前の昭和26年4月である。この経済検定が如

何なる要求に塞づき又何を目的として産れたも

のであるかについて最初に述べておきたいと思

うのである。

　先ず，巷間伝えられ考えられていることは北

海道の農業はちンニ派な酪農であり，又乳牛を1頭

でも持つものは酪農経営というにふさわしいほ

どの経営を㌶んでいるであろうと考えられ勝ち

であるが，その爽偽は果してどうであろうか？

　昭和30年7月1日に行われた農嚢隻本調査

の結県として現われたところによると，本道の

農1く数237∫4千戸の中で季L牛飼養農1こは僅か．

に17％の4：万70戸に過ぎない。しかも農試1

戸当り乳牛はG．4頭，耕地1町歩当りの乳牛は

0．1頭である。庚に乳牛1頭当りの農業人口は

16人であり，これらの数字を以てしては全く

「酪農北海道」を誇り得る何ものをも持ち合わ

せないことを，率直に認めざるを得ないのであ

る，，

　更に又＊道芝：嚢全般を見る場合酪農とはいえ

ない迄も，少くとも現在の乳牛飼姦君契1ξが，酪

駿蒙らしい経膚のコ夏難淫を整え，若しくは整えつ

つあるならばまだしもであるが，この点に於い

てすら未だ極めて不充分である。即ち1戸当り

の飼養頸数では1～2頭が圧鋼i釈こ多く，2万7

千戸，68％の高率を占め，尚本道に於いて合理

的酪農経営を営むためには5町歩程度は最少限

必要とされているにかかわらず，これに達しな

いものが2：万7：千戸で56％を占めているので

ある。藝：に文基黍調査よりさかのぼる1力年聞

の搾乳酪農家は3万1千戸であり，残りの9千

戸は，折角乳穿を飼養していても4二乳生産皆無

であったことには博く唖然たらざるを得なかっ

たのである。

　斯くの如く本道の酪農は極めて脆弱な、基盤に

．立つ大多数の副業駒乳隼飼養農5ξを見て，誤っ

てこれを酪農塞と称しているのが実態なのであ

る。加えて年額1戸当りの牛孚紅生産が14石と

いう零細酪農家が42961万7千戸の多数に上

ることは，酪農宝必須の尿溜。ナイロ・堆肥場

等の完備は到魔望み得べくもなく，ここに本道

酪農芸の経営と経済力〉ら見た乳生の難位の極め

て低質でありジ且つ望潮議しつつある実態を窺

い知ることができるのである。

　次に，前述した如く本遵酪農の硯伏は極めて

悲惨な実情にあり，未だ酪農を標晒するには程

遠く誓うじて副業勾乳牛飼ll塗の域に沈潜してい

ると見られるのであるが，かかる不振の鴬語は

何であるか，これについて少しく述べて見たい

のである。

　酪農は寒地における最も合：哩、灼な営麗ヲ移態で

あることは，既に先進酪農諸園の実証するとこ

ろであり，又過去における本道酪農指導もこの

線に沿って准められて来たが，この過程の中に

あって窓木灼なものが忘れられ，且つ誤まられ

ていたと敢えていわざるを得ないものがあるの

である。即ち皮相：繍勿質的な補員力奨励策にのみ

捉われ，根源杓な酪農民心理の理解なく，その

自主的意欲の喚起を忘れていたことであり，こ

のことは，本道酪農不振の最大原囲と指嫡せざ

るを得ないのである。

　酪農の持つ待質はある程度の基盤を確宣し得

た農家において始めて感得できるものであり，

楽農に通ずることも鰐能となるのであるが，そ

の前提として，酪腰を繊功に導くためには多額

の資本を要するのと併せて高度な経営手碗と科

学性を備えねばならぬことは論を侯たないとこ
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ゆ　がかう。のる。

　現揮の擁道農求の殆どは補日ね融資等の助成策

によってのみ乳牛を導入した，いわば農家の盛

り上る内的角上の要求ではなく，為政者の上か

らの指導奨励という外的圧力を甘受したもので

あり，この意味において，本道酪農は単なる乞

食に投げ銭費な貧農救済策であったと断ぜざる

を得ないものがあるのである。このことは，明

治以未の捕助牛累3i‘数が現鉦の乳牛数に季ili醸す

る莫大なで父字であること，並びに乳牛噂入農掌

のヂ汀珍が水稲作又は・響萩撲婁からの脱落貧で

あり，資本は勿論のこと経営手腕や科学1ノ［1，適時

に進歩挫等において，現存する水質ξ濃家や曇霞穀

農家よりも遙かに劣っていたといわれても，反

論し得ない実i青からも立証されるのである。憂

に又現窪酪農家は爆万戸であるが，過去におい

て乳牛を飼算したにかかわらず，その辞職牛農

家に転落したものが3万戸あり従って約7万戸

の農家が飼養経験を有したことになるので，木

道の乳牛は一建農宝に固定することなく脱落階

から能力乏しい農〕：へと悪循環『1くJに飼養されて

来たという事聚を以ても裏14’けることが可能な

のである。

　以上のことから総合して，過去の酪農振興の

講策は放蕩児の教鞭に蓼ミ霞ミすると思われるのであ

るっ即ちこれの善導に任じた致治ξ｛，行器宮，

技術指導者，乳嚢者等は優れた能力を持ち真鱗

に輿生を希う善良な孜叢国師ではあったであろう

が，遂に六多数の酪麗ぎをして改動せしめるの

全癒を備えていなかったというべきである。

　ここにおいて酪擬といわず農業振興の要諦

は，人門改造にあることを為政者も農民も改め

て自覚すべきである。即ち農概頭脳の酪農化を

覆指す徹底した指導教育を第一義とし，不雛）fく

屈自ノ」自開の精糾iを先ず以て振i趨することに併

せて，必要な生業資金の援助をこそ行うべきで

あると儒ずるものであり，これが逆に施される

」前主は貧農救済．」乳牛飼1髪に終始せしめるであ

ろう。

　乱心にわたり超重労働の下し敷きとなって考

え，批判する意歓を極度1こ消磨したポ道酪盤民

には，科♪r匪の芽坐えと日度な経営手腕の酒貴

は期待し得べくもないものであった。しかしな
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がらこの解決策の～つとして，デンマークやア

メリカを始めとする先進酪農詰爵の農浅が50

年前から自ら採用し，今日の酪農を築く原動力

となった乳ヰの経済検定を見逃し得ないのであ

る。

　経済検定は最終のi羅的を酪農逸出身による酪

農経営の実態の麺握と，その診断分祈に基づく

改涛点の実践1こ置くものであり，酪機の指導奨

励はすべて農民の考える踊扇の爵成と藩主的河

上改苦意欲の喚起と，自らの々勺」により，綴営

勧の縮・と酸舌の雌を助け髄のでなけれ
ばならないが，この環ii駅こ嗣うのは経済1灸定で

あり，全道の全騨農｝｛に急遠に詳皇及することこ

そ緊要であると思料するものである。

　戦後の磯L創〉、術指｝葦の諸策も発足当初は鳴1を弓

入りで宣伝され何々指導櫛落，伺々実践謬落際

としていかめしい標柱が建てられるのである

が，標柱の朽ち果てるよりも早く艦村からその

声を聞かなくなるのが常態であるに対し，乳牛

の経済検定は樫か20組・合で発足してから満5

年にして，今や桑酪農家の4分頃1が実施する

駐旨：況であることは，膣家が永年待ちこがれてい

た早天に慈「こ1ミ酌酪蓬墾民自ウ：意識の昂栃策であっ

たことを酪駿艮自身が認めてくれた証拠であろ

う。

乳牛経済検定組合の運営経過

　昭和25年より準備を産台め，最初の融合を設、ン1

したのは勲章26年1月より3ノづまでの聞で，各

愛鳥1～2ヵ市町村であり，実彰J、に検定を聞始し

たのは4月1日以降の分娩牛とした。

　組合の構成は，検定を抑配する農業改良普及

員が実多に組合指導に摘心し得る程渡を》え

て，なるべく蔚賦した，しかも10戸内外から最

大限20戸ぐらいとした。組合を運駕するため

に各組合はそれぞれの紐合現象を定めたが，検

窯要領については，桑道の組合を一致させるた

め道農熟改良課が，1欠に示す規毎ご冗めこれに

よる検定を実施させたのである

　　　　　北海道1乳牛経済検建規程

第1条検定は乳牛の泌乳能力及び消費鋼拷に

　ついて，組含員の所有又は管理する乳牛全部



　につレ、セこれをそ予うっ

第2条　検定はすべて分娩＄日目から始めて連

　続305霞とする、、倶し，組合設立後最初の分

　娩以後は，澗乳期も検定R誌を重爆する。

第3条　検定期間に｛・：において才石胎150日以上に

　して流産又は畢些したときは，その検定を書

　切る，．、r

第4条　貌定中の乳牛を他に夷却又は飼養地を

　蓬更したときは，同一譲山内に隆ってその検

　窺を続行することができる。

都5条　幾多を終了したときは証明響を発行す

　る，、倶し，検定：上不蕉行為があったときは検

　定をゆ窪し，」ヨ．つ譲明書を交付しない。

第6条検並樹は随時巡催して搾乳に立会し記

　帳のi’i三軍であるかを確める、

第7条乳量及び飼料給与量は，飼三鰭’の配帳

　を集計して之を認めるっ但し，；1己帳不確メ‘に

　して認め難い傷含は珊に定める処によひ

第8条　脂肪鷺は，毎回搾乳臨の脂肪丁三を搾弩し．

　募：に乗じ，その各々を加算して脂肪量とする。

　平均語順率は総乳量の百分率とする。毎瞬控

　乳時ゆ脂肪量及び平均脂肪率は小，ノ点以下第

　2位までとし，3位以下は四捨五入する。脂

　食毒の眼瞼法は「バブコック氏法」による・・

　但し，直：円筒11・乳罐，混合語劉採取器を完備

　し，これを蕉しく使用する組合員に対しては

　各自に試料を採取させ，その混合試料・により

　脂肪検驚をすることができる。この場合に於

　ても，検定員は最少限度1臨は立会しなけれ

　ばならない。

第9条　脂肪検定は検定開雄1の日よ弓毎月三日

　分実施する＝、

第10条　絶体燈は検定の媒｝と終り及び毎月脂
　　　へ
　肪検定時に測定する。クローヴァィン氏生体

　＝量：言．を算法による。

第11条検定に使用する度量衡は遣iを主とし

　て封凌，貫，石にも換算する。その換算の方

　法は甥に定めた牛乳重量換算規程に従う。

第12条　飼料計算は飼料単位と可消化純蛋白

　質を以て算窺する。

第13条　乳量，脂防護，戦訓量及び飼耕給与慮

　は，すべて検定開始の臼よサ1ヵ月毎に集計

　して検討し，衡冗の検完成績報告欝に言己載し，

、

検定終了後隣ちに遺に報撫する。30Ei以内に

転閏されないときは証明薄を発行しない、、

　検定日誌は，経済検定の根幹をなすもので，

承合員は最少限の仕事として毎8⑱乳帯：と，給

与飼料の縫だけは欠かさず記帳しなければなら

ず，これをなし得ないものは，組合眞たるの資

格を有しないものとした。毎饅の1；臼帳をつづけ

るということは，吾人がEi記を注｝き，ふ、，卜簿を

言こ1鳴する以上に，疲れ切った身沐に鞭打っての

作事であることを思えば，筆舌に尽せぬ〔i労あ

るを認めねばならない。茄えて，柴諺すること

の國雅は農3｛簿認が何ノ昂暴売れようと：ジ、算にた

どりつく農塞の少なきを思えば自ら和解できる

のであ為しかしながら意外である。言己達した

ζとに対して適切な助言が行われるならば粗豪

は決して飽くこともなく｝｝念に記帳をつづけ，

当初検ヒ改の仕事とされていた飼料単｛．‘：や認許

質の計パ，それに基づく取支昌し1雀：までも自ら行

うようになった：のである。

　次表は演定：日誌を1カ月同記録し，これを集

計，換算，整理したものの海である．極めて簡

単なものであるが，組合員農翼ま30日の鐙i帳を

必要とし，検定蹴は必ず1園、レニ会して指肪検定

と記帳の適否，着筆：測定を冷し，諸種の指導が

なされるのである。

　検定牛1頭につき，検5i：Fl誌10杖珊1ち3G5　i三i

の検定が終了したとき，10カ月分を取りまとめ

て検定戚1で1え蔦爵を作！写し，支庁経由道に提出

するのである。

　次に，この報舎吉を最終約に1寅慶して誤がな

いと認めた鳴禽は乳牛経1言誓検定：証曙陰を交付す

るのである。

　以上は，後述する検定結果に基づく成績を堪

礎として，諸鷺の検討と考察を試みるために，

概要如何なる論拠に隻ついているかを理解して

いただくために爵己述したのであるが，組合農農

家の苦労を思い，また検定を掛嶺する農業改良

普及汽が，一般にも不眠不休ほといわれている

ことに加えての加丁労働であり，薄明沫を蹴っ

て農竃ミに走り，li仁山菱定その飽め助曽を行って，

二｛塑問は常人鍾の普及．職務を遂行し，帰宅しては

夫人をも動員して辞算事勝を鴛う等の撃若酸ある
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410．75F，　E．

1325F．　E．

要
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@良　　　　作

飼 料　　　（貫）　　　　　1
｝｝へ“「．内

｝裸茨糠医豆圃．ボ　…
　　　　　　　　　＿．．1

ﾔ　　　i放　牧i
備　　　　　　　　考

1 i …飼養法の指導と体重測定のた
1　　　…ヨ　　　　ヨ　　　　1 1噛　　　　　　澆祀 …め立会

　　　1

E　　　i

　　　　　　放
@　　　　　∫嘆i　　　　I　　チ

モ0．5
?…／ i　　　　　　l　　　　　　　　　シ　　　i

i　　　　l　　　　　　赤1：1　…

1　　　　　　　・　ク
P　　　　　　　　具 脂肪検定立会

0，5i

n．5i
1 舜　　i　　　　I

0。5i

n．51

　　混
I　　播

最高乳量（27．38k慕）

0．5 住1i
牧草

α1i
の9：llO．51

0．1iO・1i

1　　　　幕
0．5i 0．1i 1　　刈’

i　　　oユi 0。4　　　　　　　　跡

i　8：／

i　　　　　O．1 0．4

i　　α1 0．4

】　　　　0。1 0．4

i　　　　　O．11 α4
1

1

7．5　ヨ 1．2旨 2．8

1　　　　　　　　1

一…2＆13i
E　　　4．50 癒　　　体　　　露　　　　　「ゴげ「…へ…㎜一

1．8

t5

0．8

R0Q

1：1剛α945i　2嘱i

　27年6月8日
k｝§9器588kg

15．63

P・7971

　　　5．63
P　　　1．689
z

22722 　27年7月9臼
謔撃撃戟F醗598　kg

総　可　消 化　緬
　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l
`白質】　　　　　　　　　　　46，345k9

1

1臼平均可消化純蛋白質l　　　r…rへ旧「r…一
三，495kg　　　… 20kg

rrrrr一

必要給与量 1　日工乙均田L量　　24。18kg

維持5．OF．£．β209

滋三産8．25 1，王75

計　13．25 エ，495
唾
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を晃るにつけ，結果として現われる一つの数字

にも．戯の流れ，汗のしたたりを感受せずにおれ

ないのである。

　しかしながら，農畜ミが，かかる業務を一銭の

贅酬なくして行うことの持異性こそ，経済検定

芽業の特質として哩解していただきたいと思う

のである。デンマークにしても，アメリカにし

ても，組合員は芽叢費はいうに及1ぎず検定員の

給料までも組合岐自身の負撞によって運．次を続

けているのであるが，本道農家の経済事情から

すれば，当分の間は農蒙改良酋及段の方々に検

定員の裏務を担当して戴くより方法はないが，

将来は，先巡諸国に兇習って組合運寓を発展さ

せることを哩想とするものである。しかも，経

誘検定は単なる調査ではないことを附馴しなけ

ればならないQ世の多くの調陛には認帳f当を

二歪高している如くであるが，経済検定には。dl畦乏

手当はいうに及はず，補助及び融資等について

も発足の当副から毛項　慮：することなく，圭1必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆から組長宇運’じのための軽ビを負担（実際には年額

500～1，500円を負担してしる）と記帳労力亭に

対する擢酬は，ド1らの麟営から獲堕すべきであ

ることを強調もして来たし，この麟覚に立って

組毒に撫烈し，過去5カ｛i三の闘　組合疑農1｛は

出費以上の燕酬を自己の油津内から薮得したで

あろうと慧嫁されるのである．

　以下，検定成禎を基礎として，本道酪農の実

態と，乳‡飼嚢の責三り方1こついて誕したい。

経済検定の成績εその考察

　経済検定の成績は，検定を終了してξlll別．｝謹

発行し始めた昭和27年1吏から，毎年度末集爵

し，その概要を公表すると共に，着干の検討を

加えて，乳牛飼養は如｛lllに鹿るべきかを考察し

て来たものである。

　本稿においては，発行してより今翻こ至る成

績を取りまとめて報謄するのであるが，諸種の

計算を行うに当って，その島島となる乳代及び

飼料費毒1は如何なる方法によって算出したか

を，先ず述べておきたい。

　1）　乳代　」L代算定の基礎としては，ホ道の

地方集乳所（1．日集手L縫，5石以上）における

38

3年開の農｝ξ持込み価格（脂肪率3．2％の牛乳圭

升当りの基準価終）より乳li旨』［11kg当りの緬格

を算出し，その加工平均により単｛立轍i格を算定：

した。各年次別の乳脂｝Llk9当りの単髄は第1

表の通りである。

　　　　　　　　　第1表

年

昭　　和

次虜肪黒kg当苗
27　年i

28　年

29　年

30　年

583．GO

690。00

750。00

539．00

※年次別単価は中閥：工．場に方山ける門田乳価（1

k9鋤り脂肪戴の）加重平均より算娼す0

　2）　飼料費　各飼料費の鐸定には誇有成分

（飼料単位：及び憂1∫消fヒ純幾白質）に関係なく，各

年ψ輿次の要頷により算定した。

　イ）　榛表徳，豆絞類，禾：款績，油粕類，工場

嗣産物の如く，実隊取引賑格のあるものに対し

ては，姦飼料毎に北販1鹿での訓1瀬格を」夢楚と

し，実際農家入予横格の全3蓬1年賜’匹均窯を採用

した。

　ロ）．根菜擾，牧丁：，野草，ドf刈飼料作物，サ

イレージ，馬繋枚の如く実『表取引緬搭がないも

のについては，昭和26年慶以来露ミ施している

（対「’「農案は乳牛経済検定組合駿）特孔生産費調

査に伴なう飼料作物生産費調青繕果を原則とし

て拝旧した，、　　　　　　　　　　　　　　囁Pr

　ハ）　繍ワラを除く藁ll麺は零と看捌したが

稲ワラは溺外として取引価格があるので，それ

に準じた。

1　年次別成績の概要

　本道はi3本における酪惹襲の先進地として乳牛

飼斐総罫数10：万頭，総点生霊享L量10G力石の実

績をあげてはいるが搾乳牛一頭当りの平均生壷

能力は低く，約20勲を若干上処る程厩である。

この数多は現在飼蜜惑されているホルスタイン種

の資質から見て，決しで満足す溶きものではな

い、♪

　　2表で1｝」らかな如く軽1∫鹸定初年度の210

三項の平均において既｛こ乳；潔ま24，9石，乳脂魂は



第2表　検定牛の年次別生産乳竣

年

昭

区

　　　　　分
次

和陶．一

　　28無i
　　29　年｝

　　30　年…

検箆終　　　乳
了頭数
　　　　　　k9

．．

Q1b　．菰53爾．

　　　　　　　　　　　
　　35G　4974・11i
　　540　　　　　　5，278．59、

　　　　　　　　　　§
　　556　　　　　　5，431，171

　　　　　　　　　　…

量

石

　　　i
脂肪漸
　　　ト

2瓜94王1魏

2乳3581a39…
29，032｝　　　3．46i

　　　　　　i　　129，871i　　　3．5α

　　i　　　．！＿『

乳　　脂　　量

kg　　　封　　度

　153，743　　　　　　338，2速

　168，767　　　　　　371，29

捻1：1罰　lll：鎗

　　　　；

338封度であり，本道事跡の2G石を約5石」二廻

る実績を収めたのである。この5石の塗のすべ

てが経済検定の実施に伴なう孝斗学．灼な飼胆管∬ll

の改蕩に依るものと看博すことは，必ずしも妥

当ではなく，このことは当初の組合が木道にお

ける優秀酪鋒村を選び，その市町村において，牛審

に選はれた優良部落に言隻立されたので，その優

位性が認められるのであると思われる。しかし

、ながら，年1穴燕生産乳鼠、の推移を見ると、27

年の249イilから273　rll，29．0石を経て30年に

は29．8石に達し，4力年の短柱問に5石以上の

増収を示したことについては科学露な飼章垂管埋

の改善にもとつく乳牛能力の、紅一しと看徹して．：費

支えないであろう。又脂肪キ三においても338％

から30年度の3．50％と0。12％の増加を示して

おり，第3表に示した1947年におけるアメリカ

乳牛群改良面会の刷目能力及び担53～1954年

におけるデンマークの乳牛能力検定組合の平均

　第3表　アメリカ及びデンマークの実績

「『一｝…雰　而ﾜ雛「彌「i難吻灘鍔

烈雛臨謙調：ll：：1

※（1947年に於ける牽隅乳牛群改良組合の平均

能力と，1953年～1954年：のデンマークに於ける・

乳牛経済検定組闘牛の平均能力）

　　　　　　　　　　　　　第4表

能ノJをも遙かに上廻る顕著な実績を示一した。

　次に消費飼料であるが，第4表に明らかな如

く各年次別の乳illの増加｝こ伴ない，当然給与飼

料（FU及びDTP）も増加している。しかしな

がら、飼料の利；1瑚生として、100FU当り生産

乳1牌li：及び100kgD’rp当り生産乳脂；1｝1を見

ると，逐年その利用率は∫ll上しており27年疫1こ

比較して30年度においてはF君で10％DTP

では6％の増加となっている。この事は経済検

定の実施により，合理．i3，且つ経済約な飼養管

理が行われて来た結果と1考えられる。

　飼料費と収益　各年次刷の飼料費と，その収

益を表わしたのが．喜5表である，，乳牛の飼料の

利用性が∫ll上するにつれて単粒：当りの負庭1料費は

当然酎減されてくる訳であるが，乳代及び飼料

費は利用性とは別に，爽にその年の経済状態に

大きく支配されるものであるので，必ずしも利

用IFI三に平行した取益の増痴は期待…し得ない。そ

の最も影響の受け易いのが目代である。

　29年度は血斑爵な1‘，1凝し嫡により，第5表にも

明らかな卿く過去4力年間r11，最も高頷である。

そのことから，収益（乳代一飼料費）も多く又

王升当り飼料費が19．7円と，最低を示している

のであるが，30年度においては最も飼零1の利用

性が高かったにも拘らず，乳｛面の下落と飼料1；iii

格の高騰により，磁心が少なく，丸綿当り飼料

費でけ，最も高い植となって表われた。従って，

検定牛の年次刷飼料消費状況

　　　区
　　㌦．．・　　分

　　　　　ヒ＿＿次＿＿＿鷺．究

　和　27

　和　28

　和　29

　和　30

検定終
了頭数

給　 与　 飼　　葦iこ1

F　　E

昭

昭

昭

昭

年　 i　　　　210　　　　　　3，094．96i

年　i　　　　350　　　　　　3，266．04i

舞illl…：轡

DTP
　311，4921

　341，659！

　349，671｝

　362，43王1

巨F脳り
DTP：量
1

　　　101

、　　105i
！　　　　　　　　i

　　　105i
　　　　　　　　　ミ
セ　　　　　　　　　　　ミ

　　　107i

　　爾料の利用率
ユ0σFE∫当了揮00kgDTP鎮
典摩型旨旨．婁塑盈産塾」」鷹塞

4．96

5．17

5．47

5．58

49．35

49．40

52．19

52．41

39



第5表

昭　　和　　27　　年

　　　　　28　年

　　　　　29　年

　　　　　30　年

刊 代 飼料饗 歎痛撒i議㍊ 飼料費

乳代
　　ドヨ
87，293i

王05，212i

136，8621

112，659、

　　　…

5α4弱…

‘傷396P
5Z223；

6圭・743P

　　円i
3◎87GP
5塩816

7鉱639i

5（L916i

　’円…　　　　　　％
20．2．　　　　　　57．8

18護i　　　　　　　479

19．7i　　　　　　　4L8

　　
20．6　　　　　　　　54．8

第6ii蔓　飼　料　給　与　形　態

区 分 飼　料　単　位　1 可消化純三葉質
F　E ％ l　DTP ラ啓

1FE駆り
D　T　P

粗　　　飼　　　料

濃　　厚　　飼　　料

放　　　繋　　　牧

　　　　計

　　　t

82畿211

a40a2。i

1721剥
，

85L98

50綴
・…i

・峨

王Gσoo

116，562

158，422

87，447

362，431

32．17

43，71

224．12
、。α。。i

68

186

106

1G7

　融　30年度験定終了牛頭556の総計

乳牛飼養経済の∫1摂二＝を図るためには，飼料の合

理｝1∫論与により，その利用性を高めると共に，

今後は飼料費そのものを更に肖麟せしめるべき

であろう。

　総沐の飼料給与形態をみると第6表に削らか

な如く，濃享飼料に対する1瓦仔度が，かなり強

いことが覗われるっ又，放繋牧地の革質は1F

U当りDTP；！｛：が1069であることから推して

も必ずしも，良質な草生とは認め難い．

　　　　　　　　　　　第フ表　牛　　乳　 ご生

タ6は総養分猛を1GOとした：数値

　この放繋牧をも誇めた粗飼料の質の改老茎を図

り，蛋白含有量を高めることによって，濃厚飼

料に対する依存度を低減せしめる方向に進まな

けれは収益の増加は望み望竪ないであろう。

　　嚢　牛乳生1産費からみた飼養経済

　乳九経斉検定組合員農蒙ヌ寸象として，道畜産

課，酪農検査所，北海道酪農協会，その他関係

団体，会社等の協力の下に，3力年間調査した

騰　費　（その一）

区

分

1

2

3

調査期間
於｣鮒費

昭手i126年ll県耐

　28年6月～illi
　　　29無5月i　…

29年・1鞠・6｝

飼料磯
購　入i密　繕i楠蝶噺費畷顧灘薇

鵜材’ ｬ器具

124~1、

112．251

・『

88ﾜl1

753認1，7458gi
　13．7　　　　　31．71

　　　　　　　iLOl撃ﾜl　L491まli

89 ]ま雲i　　1，16婁…£峯i

　　　i　　　　　l

76．601

　1。4：

87．96
　1．4、

39．77、

　0．9；

・…皿…… ¥…… @i
　105．381　　　　　54・23i

　　1ミ　1飛
　7L241　　　　　16・88i
　　1・11

80ｨ12581i

大器具i

亙74i

μ1

82 ?ｌ?

　　l
38ﾜli

分 調　査　期
間1建擁乳牛費

1懇1窯i
　　　　・　　　　1
3　29年泓鞠｝

275F
173ﾖ
118､li

405．65

　7．3

525．70i
　8。4i

450・731

　9・71

継晶農㌃畜役費i欝i籍 合計

5．72i　23．03i　　825．40

0．1i　G．4i　15．0

1瀦li・・2撒

　I　　　　i　　　　げ
0．49i　13．61i　82698
0・Ol　　　α21　　　　　　17．9

　1　　　　　　［

767．99

　4．9

460．52

　73
141，50

　3ユ

ll：ll露1：：：：111

　7．1i　　　11。1　　　　100

282．63i　466．51　4，640．30

　6．1ヂ　1α1　　エ◎0

40



目当　婆　収益計算

区分 薫　巌　額

　　　　一．一］

育　成　費

　　　　　…

育　成　費
薙引生産費 企業利潤　i所 二丁益金

　ヨ
1

2

3

　　　ヨ
3，726，42i

4翻8i
亀905．54F

　　　「

鵬7・56i

1，050，0名

621祠

雛：i

姻＆56i

一　　‘693．57

－　1，037，25i

　　　　ミー　　 113．02…

52・・5P
681．481

1，18α47；

一159．48

－341．28

　353．49

　（その2）　費目別石…当り並産費　（円）

附i難翻鼎・緬晒給麩
1

2

3

　　　　　　　　…
1聖164翌ぎ　3。11
　　　　　　　　i　　　　i
1β47．37　　　　762．03i　1，966．16i

礁・齢灘
　　　　　　　　1　　　　［

1，952翻1，221器

　23．9

1，718．73

　27．3

1，293，49

　27．9

麗鞭i騨幾勝鷺響1

・i一一i」一一一i一
鱗1糊1；1：鞠ll綴

が，その結1黙ま第7表の如くであり，酪農末の

乳牛飼養経．貯はあ該り恵まれているとは思えな

い。

　生産費の中，最も多くの比奉を占めるものか

ら瀬に拾うと．①飼料輩髪，②フナ働費，③資本利

子，①乳牛費，⑤穣税公課，⑥畜役費，⑦建物

費，となり，デンマークにおける生産費（中曽

摂氏忌酪農短大）の寝食資料48％，濃厚飼料23

96，　ll箆雇旨季と4タ5　（ノ」、議・71タ6）　労～鳶1796，　公需肇

その他3％建物4％，その他5％（小讃・29％）

に比べると，生産費構造はかなり相異する。こ

の最大原因は飼liき乳牛数の多寡にあることを先

ず考えておかねばならない、、

　何れにしても，生産費逓減と云うことは，生産

量の増加と相挨って酪農；くの努力擬標でε1うり，

その重点は飼料費，労働費，乳牛費に∫11けられ

るべきである．、

綴　分娩月別牛脂の乳量と飼料費

　氷道においては一年の｝｝三分が雪積に覆われた

寒塗な冬を過さなければならぬため，乳牛に最

も適した夏季ド∫草の麟与期問が極めて短く11

月から翌年5月中・旬

までの6カ月間は乾

草とナイレージを主

休とした舎飼が行わ・・酬
　　　　　　　　　騨鴨
れる。

　この冬期舎飼時の　晒

飼養管理如何が季L縫

の生産及び飼養経　1隔

済，特に飼料費に大

きく影響している。

第1図　　30年度会祉

　　　集荷状況

　　　（北海道バター）

〉

　r＼．4

　　　　　　　　　　　1．2　0　4　5　昏　7　6　9　1りB　12個，

北海道バター｛朱式会社の壬ド問集乳状況は第1i三覇

　第2図無済検定　　に見られる如く，最

　　　初期の泌乳曲線　も集乳犠の少ないの

　　　　　　　　　　　は1～2月であって

綱　　　　　　　　　　夏期に向うに従って

　　　　　　　　　　　増大し，9月が最高
5リウ

　　　　　　　　　　　を示し，1～2月の最

・・。　　　　　　　　　　総濠に比して60％

　　　　　　　　　　　の増加となってい

姻　　　　　　　　　　る。又，本道全休の

　　　　　　　　　　　月甥生産量も1略第1
感胴翔6肘雁朋ε胆明鯛　［剰と同様であって、

年間を遥じての平均した生麗は行われていない

のが現状である。

　この様に夏期に生貝が片寄る」劇起としては分

娩の時期が早春にかたよること，飼養管理，特

に冬筆に備えての良質飼料の確保と，合理駒な

飼料給与に対する1三ヒ術の拙劣から牛の持ってい

る能力を充分に発揮せしめてないことによるも

のと考えられる。

　今，検定初期の210頭についてそれぞれ分娩

時期別の泌乳状況を見ると第2図の通りであっ

て，1，1［，羅のそれぞれ4，5，6月に分娩し

た四三にあっては，7刀を境として急激な乳量

の滅少をみており，8，9，10月に分娩したもの

では拠に｛璽端に2カ月麟から乳賦の急激を示し
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ている。この現象は墜に夏期の藷草だけで乳を

搾り，冬は殺さない程度1こ飼料を給与すると云

った全く計瀕性のない，講業約感覚による飼養

法に起因している。

　27，28両年の検定終了隼560頭の実績（第3

図）では第2図のぞ
　　　　　　　　　第3図　分．娩月男彗牛鮮
れと比較して，冬期
　　　　　　　　　　　　　の乳彙曲線
間における極端な減
　　　　　　　　　（第1ヵ月黛を100として）
少は認められず，か

なり年間の泌乳曲線
　　　　　　　　　ゆ
はピールの理想曲線　“

に近づいて来てはい　臼
　　　　　　　　　き
るが，尚冬季三と：夏季　2

　　　　　　　　　さ
における飼養管理の　薯

　　　　　　　　　ム差が乳量線に見受け　a

　　　　　　　　　をられる。　　　　　　r

　分娩期別の生産乳　．
　　　　　　　　　養
量，隼乳1升当りの．月

飼料費，及び沼代～

飼料費を各年次別に

1表わしたのが第4，第

炎＼へ

・　　　　＼

、財田繊　へ
　　　　　硲，

0　　　　5鼎

x　　　　叢m

紮

撃2 堅qま酵5675㍉曽

5，第6，第7図である。第荏図（27年度の実

績）を見ると，1，2，3月分娩のもの｝即ち分

娩後4～5カ月自が夏期放牧期にあたるものが

比較約乳ili：が多く，次第に下降し7月を谷とし

た曲線を示している。これに対じて飼料費は4

月分娩のものが最も安く，冬期舎飼時に分娩し

たものほど高くなっている。その為，収益（可

逆～飼料費）では4月半ものが最大で，10月が

最少となりその篭が極めて大きくなって表われ

ているQ

　28年度は傾向としては27年度に類似してい

るが，乳縫では最高が1，2，3月に移り，その

為に1升当り飼料費は岡じく4羅が最低である

にも拘らず，収益は3月が最高となって表われ

ているが，乳縫は，ともかくとして駅益では，

それほど極端な凸凹1ま認められないQ更に29

年度では分娩の時期による産乳｝li：の増誠が緩和

され，平均した産乳量を示しているが，堰叢で

かなり開きが見られるのは，29年度の筒乳価に

よる影響が含まれている為と考えられる。爽に

30年度においては乳量，飼料費，駁益とも極め

て宏託した，平均した殖を示して来ている。こ

の事は，過去3力年間に比・ll交して冬期舎三時に

おける飼繋管理の技術力｛著しく向上した為と考

えられる。

　30年度の飼料費を壌8図及iび第9図の飼料の

利用伏況から推察すると，飼料費の多寡は放繋

牧量により支酎されていることが認められる．、

また濃厚飼料の給与は，分娩時期溺に大差なく，

糧飼料で放繋牧の不足分を補っていることが認

められるので，この粗飼料の質を良くすると共

に，生産匹を高める飼料費そのものを安くする

ことに努力するならば，8月分娩のものであっ

ても，より多くの収益が得られるものと考えら

れる。

　ここで，本道の場合如月に分娩させるのが澱

も取益が多く，且つ経；斉的であるかという事に

なるが，それには単に取益の面だけ琴えること

は危険である。労働配分の問題，乳牛の健嚢の

問題をも代言して決めなければならない。労働

の点については，酪農経営の長所の1つとして

乳隼を導入することにより，年問労働を均等化

する事が出来ると言われているが，実際には耕

種関係の扁定労働i：至；二に更に乳∠二i墳司髭労働が上塗

りされ，却って労働が過重になっているという

分娩月男旺牛群の乳量と飼1斗費

　第4図

‘愉

葦Q

（27年）

万理｝

旨　2　3　罐　δ㊧　75　0蜀り11な‘嘩摯

囎

的

第5図 （2昨）

、
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δ
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120455789恥71貯犀月，
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箆8図．飼料給与形態

　　　　（30年度FU）

里

警0

7⑪

4G

ン0

10

のが現況である。従

って，多少とも労働

のピークを緩和させ

る為には暇な冬期間

に飼養管理の労働を

集中すべきであり，

秋1コから年ラ｛ミにかけ

て分娩せしめること・

が綜合約な農業経鳶

主からみても有剥で

あろうと考えられ

る。乳牛飼義経済そ

曽345δ随916m2柚 ﾌものでは必ずしも

第9図

鴨

田

～σ

50

3G

？o

le

（30年度DTP）

馨臨

調　　彫　　窮　　料

繊　　　鍋　　　晒

1呈3456789ユO貸12（月♪

有利と思われない

が，有利化する道は

さほど園難でなく，

又必ず解決を要する

重要な事項である。

　挺に11ほ2月に分

娩したものでは搾乳

の末期が放牧期に当

るので，良質のli∫草

を充分給与すること

が出来，次馴の分娩

に対しても，又牛の

健康上からみても好

醤念であろうと考えられる。

W、生産乳量男1！に見た飼料の経済性

　生産口出別に，牛乳1升当り飼料ビll，飼料費

の乳代中に占める劇合，飼料費及び取益，＜乳ft

…飼料費〉を各年次別に示したのが第10，11，

6員

7轟

6ら

5蕩

く

熱

礼

1。臨

第10図 （27ξの

1紫野；慧幾喉肖峨

瞳田昌

即・

礫転

戦7・

霧転

曳．～朽

期・

12，13Rlである。

　又それぞれの給与飼料養分鼠を示したのが第

8表である。

　27年度においては王5石以下の牛群が1プi・当

りの飼料費が33．5円となっており極めて不経済

であることを示している。実収益は乳量の増疎1

と共に上昇しているが，飼料の利用率では30～

351ヨ生産の牛群が最も効率約な能力を示してい

る。

　28年度においては，40～45石のものが最も飼

料の利控性が飛1く，収益が最大となっている。

　また，29年度の実績では，35～40葭の牛群が

殿も飼料の紅絹牙’ヒが高いう同様に30年度にお

いても35～40讃の巨群が，最も高い飼料の利用

性を示しているが，牛乳1升当りの飼＊こ1費では，

生巌乳量の高いもの程減少を示し，45石以上の

牛群が最低となって現われている。このように

報・懲り縞織と福豆・／酬駅〈乳代〉

が，必ずしも平行した関係を示していないこと

は，ここで取扱っている1升当りの飼料費の算

｝恨に当って，乳量を3．2％に換算せず1こ，実乳琉

を使用しているためであって，このような現象

は，結局乳脂量の多寡に起因している訳である。

　以上の実績から推察すると，本道におけるホ

ルスタイン種の生産能力の経済瑚；月界1ま35～40

f．1の範囲にあるように一応考えられるが，この

ような数字だけから結論づけること．1ま極めて危

防である。例えば，28年度の40～451ilの誓詞

を第8表から検討すると，実際給辱の飼料細分

甲：は」里親値に養ヒ拝して，極端1こ蛋畠質が不足し

でおり，また28，29年度の45石£乏上のもので

は，共に逆に蛋白が過給となっており、必ずし

　　　　生産享し二男旺辱し手ヒと凝望・費

第鵠図　　（2㌶r』｝　　第鴛図　　α輝）
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第8裏生薩乳漫劉飼料消萱状況
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　508，9001

　　　　

99

107

105

王08

108
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も合理約な飼料給与力‘なされていないことは明

確である。過去44年闘では，30年度が最も合

理灼に飼繋管理が行われているのであるが，こ

の30年度の実績からみて画品ある事実は25膏

を限界として高能力の牛群ほど，飼料の利用i生

が増たしており，また逆に，25：再以下の低能力

の幽境では飼料の計上轡ilが劣っていることであ

る。なお35～鶉石が経盗隈界であるとしても，

これはあくまでも相対講据限界であ～餌いかな

兎る乳牛でも35石まで搾ればもうかると言うの

ではない。これは乳牛そのものの資質く能加

に左右されるものであって1真の経1剤；畏界と欝

うものは，牛簡体型休にあるものと考えるウ

　垣にその年の飼料価格（特に購入濃厚飼料の

緬格：）の高低によりかな｛，の影驚三を受ける．

　　（V）組合の年次別成績の比較

　以上，金工の検定終了牛の成績から，概括し

て剛率飼養経済の動角を述べて来たのであるが

個々の農家，麟々の乳午の経溜性は必ずしもこ
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第9表組合の年次別検定成績
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巨217751
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64，0951

　　」
99．789
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　　　　13．7　　261　　　30　　12　　　　27

39　　　　32，　16　　　　26　　44　　　　42

52　　43

れらの一般論に該確するものでは決してないワ

　先に述べた生産費｝こも見られるように，生産

費の低減は何よりも飼率こ／費に求めるべきである

と同時に，生産の増加もまた飼料を基盤とする

ものであろ｛，その顕著な鋼は，Iril年末までの78

組含について，τ1粥［楽村，浜中村に見られる．．

第9表に示す如く，水練主休経営に乳牛を導入

した璽器楽村も，乳牛主Fドの浜中村も共に飼1ヒ｝

の生産確保と，含縁約給与に対する関心の少な

かった過去と，検定成績から麟からの不合理睦

を自覚し，良ill紺飼料の生産，擾良露語；寒牧地の

造成を実現しつつある。今日迄の生産乳量と飼

判費の推移を出れば，経済検定が単なる調査で

なく，酪農の進むべき途を農1〔自から，発見し

て実行に移す研修組織的であることを物曇るも

のであろう。同時にかかる絶対領においても餌

料費を熾少して，しかも乳ili：を増加し得る裏卜1’

けは，～にかかって飼料に在ることを馳ねて述

べておきたいのである。　．　　・

乳牛経済検定拡充強化策

　上述した如く，藍旧し績：等において黄1蓮諸絹を

凌ぐ顕著な実被を収めた外，組合臓の乳牛飼費

管埋知識，技術，特に綱子プ変び飼料作物の合iモ｝！

的生産とil挙与，壷びに酪農経llゆ∫tl．Lを促し，

且つまた，近隣態酪農蓑に如＝影響を及ぼしてお

り，この成i撫ま今後における本道酪胤振興の最

捷路にして最も有転炉はこの事業の全酪冠ミ翼へ

の浄曲四四及滲透にrεるとの確儒を深くせしめ

るものがある

　垣農1翼改｝鍵課では疑’1三年末，従来の輝かしい成

渠とその裏了爵に横たわる飯ノ叫1畳路を批判検討

した結渠，拡充強化実施要頂を示し，癬たな観

点とノ∫途により，

　1）　書壇検建事業を全道全酪農掌に曽メ懸的に

　　普及滲透せしめる。

　2）　組合運営を組合H体の1義戦的運営に誘導

　　する．

　3）　検定口の指導を全酪崖メの指導にまで拡

　　嘱せしめる。

ことをね収として検定要領にも大きな転換を

実現したのである。即ち，

　経済検：走｝裳のτ寳点をβξ来の倒々の乳牛の能

力を対「ズ「とした方式から，一濃参1：の全乳牛を対

象とした1L牛部門の経口’L般の検定におき，：更

1こ従未の個体検定の内容を簡薫化して検定員の

技術鉱事務晦負重11を1疑減せしめ，検定を通し

て全村的壱酪農二｛の乳ムi二部門の疵営指導に重点

をおくとヌ［ξに漸進的に総合が挙経営詣導に建た

せしめるもので，薪たに検定を分けでゼ1種検

定と第2種検定とした。

　これによって検定現定も煽のように改甑され

末年1肩1日よりにこの鑑定に基づく検定が行

われているのである。

　　二1ヒ海道づし讐舗f…洋F検ラ避規巽三　（31．1，1改1蕉）

　　　　　第1章　総　　　則

第1条　北海道内に在る乳牛凝済検定組合（以

　下組合と称す）はすべてこの規定によって継

　含の運営と窃吝検窺を行わなければならな

　い◇

第2条検定を分けて第一種検定（続営）と第

　二種検冗（個体）のエつとする。

第3条一命に加入する農家（以下継含員と称、

　す）は必ず第一種検定を行わなければならな
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　い。

第4条組合員が第二種検定の実施を希望する

　三四は検定員の承認を得なければならない。

第5条組合は毎年度！1月10日までに次年度

　の事叢計函書を北海道乳牛経盗検定組合連合

　会（以下連合会と称す）に提出して，12月末

　までに検定に使用する器材，詑録用紙等の準

　備を行わなければならない。

　　　　　第2章　 第一種検聾三

第6条　組合員は詑録簿によって飼養乳牛全部

　（乾澗牛，育成牛を含む）について，乳量と給

　与飼摺・を詑録すると共に，酪農経営改善に必

　要な続営診断，経営計醐の樹立と実践を行う

　ように努力する。

第7条検定期間は毎年1月1臼から12月3玉

　臼に董る1力年別とする。

第8条　凝営診断と経営計瀬4）樹立は毎牢1月

　より2月末までの間に行い，成績概要報告再

　を連合会に提廷1する。

第9条　脂肪率は乳繋会靴の受入脂肪率を記入

　する。

第10条　給与門門は1月1日に全牛に惣する

　飼料を種類別に秤彙記録し，その後種類及び

　量の変更の都度これを記入する。飼．し，飼糾

　の秤：量は秤蚤器によるを原則とするが，合理

　的な自門であっても差支えない。

第11条　乳量は毎臼1頭毎の秤量とその合計

　燈を記録するを原瑚とするが，手秤のない場

　合は1日中の騨量を省き，乳下会社への禺荷

　耀：を基礎とし，こ才しに自家消費量d費育成痢

　飲食，窪川販1光，贈与）を伽えたものを総乳

　鍵としても差支えない。

　　　　　第3章　 第二季重杉ミ定

第玉2条　検定は乳牛燗体について分娩8臼目

　から始めて同誌註305日問の生憂整辱し嚢童と飼｛iこr給

　与縫を検定総誌を使痢して行う◇

第13条　免産乳愛及び飼料給与量は組合員の

　記録を認めるものとする。

第14条　脂肪検症は組合員が採取した試lllに

　ついて検定員が行う。

第15条　脂肪二四は，検定閣始の矯から梅月1

　囲行い，その脂肪率を以て1ヵ月閣の平均階

　肪率と見倣す。
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第16条　i生捧量：は検定の始と終り及び脂肪検

　定の都度クローヴァイン氏亜体量計算法によ

　り組合員が言則定する。

第17条　⊃検ヲ乞臼誌、は1ヵ月毎に肴台・員自身が

　集計して検定員に笹葉し，検定員は検箆終了

　後直ちに．検定成績報告書を連合．会に提心す

　る。

第18条　4灸定を終’アし連含会がその成績を認

　めたときは証明書を発行する。

　　　　　　第4章　雑　　　期

　　　　　　（第19，20，22，23条は省略）

第21条検定員は最少限2ヵ月に1圓組含員

　を巡晒して，詑録その他飼養笹理を指導する

　外，組含集会を活価して瀦農経営改警に必要

　とする技術指導を行うものとする。

　要するに今後の経済検定は一己録簿1を申心とし

た，農募自身による｝1隈藷麟の樹立と酪農経煎

日誌の記帳，営農実績の据樫，これに基づく診

断が主体どなり，その過程において検定員であ

る機業改良普及員，農協，乳業会社の技術員等

が適切なる助言を行おうとするものである。

　｝1己録簿を1力年記帳して組曲員はこれから最

終灼に何を把握できるかというと左表に示す程

度である。この中※を附したものは，組合加入

直後の組奮1霞は1点ず躯湯なものから逐次演練を

重ねて完錦己lllミに達することを潤標とし，最切

は必要最少限の喬己帳を要求しているために，そ

の最少限の記帳の結！／装を集計すれば※印の∫貞鼠

は完全に満たされることになるものである。更

に3年ぐらいの経験を有する組合員は※印以外

の項臼も完全に満たされることとなるのであ

る◎

乳牛経済検定への期待

　酪農に関する技術指導は，従来主として講雷

会舘の研修会が唯～の機会であったのである

が，たとえば飼料計算を見ても，講習を何回重

ねようとも実行に移す農家の極めて僅少であっ

たことを思えば，．技術指導1者が行う上からの指

導は何等効を奏さないと申しても過言ではある

まい春その根本は如何に上力〉らの押しつけ指導

を試みても，これを受ける農塞が何等の受入れ

態勢のないことであった。従って，農業指導の

郎り方としては飽くまでも上から指導するとい

う態度は忠避すべきであり，農蒙自身が自己の

飼li誉管理あるいは経営の実態をII藻竃に把握し

て，右すべきか左すべきかに迷ってその行くべ

き方向について示唆を求めるとき始めて助言す

べきなのである。

　経：剤灸定の根本義は実1こ此処に存するのであ

って，組合臓がよだ嘗って如何なる脂導者から

も教示されなかった｝卸身の経叢内容を演ら摺握

し得るのであり，何ものにも勝る報酬を獲1価す

ることは既に実証されたところである。ともあ

れ昨年末78維含，1，300戸の羅合員であったも

のが，本年1月より次表の如く一躍して705二

合，9，391戸に増加したことは，80年の本道酪

農史に嘗って見なかった快事である。経済検定

は今や本道の酪農の輿廃を擦う大きな同志的研

修組織として認めざるを得ないのであり，重責

の完遂に緯念員が努力するは勿論であるが，未

加入農家の早急なる経済検定実燧と，指導奨励

の職にある大方の誇段なる御支援をお願いする

次第である。

（別衷）　乳牛経済験冗組台・設立状況

　　　　　　　　　　　（2月10日現在）
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掘：後に繰済検定の必要陸を痛感し，これを農
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業改良事業の一環として実施することを強調さ

れた方は昭和25年当時，私集の直属上靖であ

った畜産改良係長嵯峨隆氏であり，てれを採用

して実施せしめたのは当時の農業国良課長鈷木

吉蔵氏である。その直心災は伊集院｝ll敏氏，奥

山孝氏を経て石井甲乙氏に及び係長は臼’1三年7月

岸田益雄氏に転じたが，現rl三に至るまで，責に

任ずるこれらの方々が一貫して経斉検定こそ牢

道酪農を背負う重要事業であるζとを理解され

停異常の熱意を以て推進されて来たことは本道酪

農の幸せであったと考えられ待に恥しておきた

いのである。

　庚に経斉検定事業運鍍委1雲1会を組織して不断

に稗援助を賜っている北1｛扉道酪農協会常任浬事

沢潤一氏を始めとする委員の方々に深甚なる謝

意を表すると共に，この事業草創時から昨夏ま

で焦に学び励んで先達としての責を果された農

業改良課川端武史賃の功を忘れてはならないも

のである。

【資料旧

乳牛経済検定牛成績に

閲する考察（第3報）

蓬ヒ有道農務都襲㌢匙典良誤lGW！ξ2月）

　乳牛飼養農家の経営改善，飼

養伎術の向上をねらった乳牛騒

済検ラ搬ま，発足以来4力年にし

て漸く検定終了1100牛頭にi難

着した。

　合資斜は新たに検定を終了し

た540蜘こついて分析検討した

結果と箪102報所載の考察に於

いて尽し得なかったところを更

に綱査研究した数篇を取りまと

めて集録したものである。

昭瀦29年度

酪農経営調査告報告

　　　（第1報）

北道海農務部農業改良繰Gこ0｛鐸月）

　28宰より29年前半に及ぶ短
期間ではあったが，異常な乳備

の騰貴が農家紅済を著しく潤し

たのも束の間，デフレ続済の余

波は数次に亘る乳価切下げを余

儀なくした。しかも，経済界は

更に引続く乳価切γげの意志を

抱くの風開がある。そこでこれ

が対策を確立し1農業経済の安

定化をはかるため，乳牛飼育農

家の実態調査を行った・取敢えi

ず昭演1舶年の牛乳蜷の実態i
がこれに取纏められた。　　　　i

十勝地方における

　　　　農地交換分合

北海道農地開孫部北i畠道爽換

　　　　　分含推進協畿倉（繊舵月，

　　この調査は交換分合第一次計
画」切間「詳　　（口唇課目25－27）　　に～蒸

施した事業について輿施経過，

計礪内容を検討する劉的で調査

　したものである。この調査地区

の選定は新得町を酪農経営隼の

課題とし，芽竃町は十勝の大豆

作経営を代表する地隊として販i

り赫た．　　　　1
’　至　上川郡歯内町上佐幌地1裟｝

　　夏　河西郡芽室町rl電油桐地区

　（筆者　田島重雄　西村嵐一）

（筆者　田辺良則　千葉燦郎r

塩沢照俊）

北海道総合開発計画調査

根釧原野揮発計頗調査中1｝ヨ報告

護ヒ海道開毅局局長宮房潴搬調査課

　　　　　　　（1：（輝：；月）

　根釧原野の開発について昭和囁

2年より本格的調査と開発構想

の榿f立に舵手した。本1凋査は原

野の鰯鮨i経営が気象や土地条件

に恵まれないのに拘わらず，今

術確立されていない現状にある

ので，その猿瞬を究明すると共

に，この原野に最も必要とされ
る酪農経営の確立方途を見綴ざ

んとするにあるウ（筆者大隈技官

湯111技官他）

北海道におけ’る

　　　農地の蜘合i脚懇群議灘
二iヒ梅道農地閉拓部　羅ヒ海道参漫分r？推進

　　．1粥畿魯　農業委員釧ヒ海這漣合會

　　　　　　　　　（舞⑪’ド明）

繍翻綿難鵠3
事業がどのように進められ，事

繋笈震羅黎炎
節を明かにし，将来の事業実施

上の参考に供するためになされ

たものである。

　〔1〕　岩内郡前田村リヤムナ

、，、イ 助x良購丘地
　　　区

　哩〕　常畠郡端野村項向地区

1　　積雪寒冷劇乍地帯

i　　、　　審議会振興ヌ雪策

隣黙灘搬ぼ．
iいては繊に力めるに風害等に

iほ謙鞍錦繍
i配す・・鰍・
i政府の救農土木事業は・時1携

；も積雲寒冷の時期に事講を始め

i　ることになったが・こ帯しが適正

i繊雛附議撫謹
i鮒舷騰風脚たものであ
iる。嘩者秋葉灘畝他）
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